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第
四
十
一
回　

神
奈
川
県

造
園
業
協
会
通
常
総
会
が

五
月
二
十
一
日
ホ
テ
ル
横

浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て
出

席
者
百
九
十
二
名
委
任
状

二
百
五
十
四
名
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
胡
副
会
長
の
司
会
で
始

ま
り
髙
橋
副
会
長
の
開
会
の

言
葉
、
続
い
て
小
山
副
会
長

よ
り
、
三
月
十
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
渡
邊
宣
昭
会
長

の
生
前
の
功
績
を
偲
び
心
か

ら
ご
冥
福
お
祈
り
申
し
上
げ
、

出
席
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
定

款
第
一
七
条
二
の
規
定
に
よ

り
小
山
副
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
第
一
号
議
案
平
成

二
十
六
年
度
収
支
決
算
報
告

及
び
監
査
報
告
が
一
括
審
議

さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

（一社）神奈川県造園業協会
第 4 1 回   通 常 総 会 開 催

　

次
い
で
第
二
号
議
案
役
員

選
任
議
案
が
提
案
審
議
さ
れ
、

満
場
一
致
を
も
っ
て
理
事
・

監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
総
会
を
暫
時
休

憩
し
て
理
事
互
選
に
よ
る
会

長
・
副
会
長
選
出
の
た
め
の

第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

総
会
再
開
後
髙
橋
選
出
委
員

長
よ
り
全
会
一
致
を
も
っ
て
、

会
長
に
小
山
俊
一
氏
が
新
任
、

副
会
長
に
髙
橋
克
明
氏
、
大

胡
周
一
郎
氏
、
甘
利
憲
一
氏

が
再
任
、
髙
橋
更
一
氏
が
新

任
、
専
務
理
事
に
中
島
忠
氏

が
新
任
さ
れ
た
旨
報
告
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
報
告
事
項
と
し

て
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
が
一
括
報
告
さ

れ
、
次
に
平
成
二
十
七
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に

つ
い
て
一
括
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
第
三
十
九
回
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
、
技
能
功

労
者
二
十
二
名
を
代
表
し
て

川
崎
造
園
川
崎
安
男
様
、
優

秀
技
能
者
二
十
五
名
を
代
表

し
て
㈲
谷
本
緑
化
谷
本
俊
一

様
、
青
年
優
秀
技
能
者
十
一

名
を
代
表
し
て
㈱
滝
川
園
瀧

川
雅
広
様
に
記
念
品
、
賞
状

が
小
山
新
会
長
よ
り
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
度
退
任
さ

れ
ま
す
役
員
四
名
の
方
々
に

対
し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す

る
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
感
謝

技能功労者　川崎安男氏

挨拶する小山会長

退任役員４名の方

新正副会長紹介

小
山
新
会
長
選
任
、

　
更
な
る
持
続
的
発
展
に
向
け
て

更
な
る
造
園
業
界
の

持
続
的
発
展
に
向
け
て

　
　
　
小
山
　
俊
一

　

先
程
の
総
会
で
一
般
社
団

法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
責

任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
渡
邊
前
会
長
の

識
見
・
実
力
に
は
到
底
及
び

ま
せ
ん
が
、
協
会
・
業
界
発

展
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
誠
心
誠
意
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

副
会
長
共
々
前
会
長
同
様
に

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
大
変
ご
多
用
の
中

会
員
の
皆
様
に
多
数
ご
臨
席

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
協
会
の

事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
格

別
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
と
原
油
価

格
の
下
落
に
よ
り
、
一
部
で

は
景
況
に
改
善
の
兆
し
が
見

え
始
め
た
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
消
費
税
増

額
の
影
響
は
予
想
以
上
に
大

き
く
、
ま
た
、
円
安
に
よ
る

原
料
価
格
の
高
騰
は
、
中
小

企
業
の
経
営
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、
私
ど
も
造
園

業
界
に
と
り
ま
し
て
も
、
実

態
経
済
は
依
然
と
厳
し
く
、

景
気
回
復
が
実
感
で
き
る
の

は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

こ
の
様
な
厳
し
い
経
営
環

境
の
中
で
、
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
は
、
一
昨
年
四
月
一

日
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移

行
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

協
会
は
昭
和
四
十
九
年
十
二

月
十
九
日
に
社
団
法
人
と
し

て
発
足
し
て
以
来
、
昨
年

四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
会
員
各
位
の

ご
支
援
ご
尽
力
の
賜
物
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、

私
は
、
心
新
た
に
し
て
緑
の

専
門
事
業
者
と
し
て
、
協
会

の
使
命
で
あ
る
造
園
・
緑
化

事
業
の
健
全
な
発
展
と
、
都

市
環
境
の
整
備
及
び
都
市
緑

化
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
造
園
業
界
の
持
続

的
発
展
の
た
め
に
は
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
技
能
・

技
術
の
向
上
と
承
継
、
と
り

わ
け
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
、
次
代
を
担
う
造
園
人

の
養
成
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
渡
邊
前
会
長
同
様

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
一
層
の

ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
長

年
に
亘
り
協
会
並
び
に
造
園

業
界
発
展
の
た
め
、
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

渡
邊
前
会
長
様
に
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
て
就
任

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
小

山
新
会
長
、
髙

橋
新
副
会
長
に

よ
る
就
任
挨

拶
、
甘
利
副
会

長
の
閉
会
の
言

葉
で
通
常
総
会

は
終
了
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
「
み

ど
り
を
創
り
、

育
て
る
」
集
い

が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
山
副
会
長
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
る

（　）一社
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神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組

合
通
常
総
会
が
五
月
二
十
一

日
、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

蛭
田
議
長
の
も
と
、
第
一

号
議
案
平
成
二
十
六
年
度
事

業
報
告
及
び
会
務
報
告
、
第

二
号
議
案
平
成
二
十
六
年
度

収
支
決
算
報
告
が
一
括
審
議

さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

続
い
て
、
第
三
号
議
案
平

成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）
及
び
第
四
号
議
案
平
成

二
十
七
年
度
予
算
（
案
）
が

一
括
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
第
五
号
議
案
役

員
選
任
議
案
が
提
案
審
議
さ

れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
次
い
で
、
正
副
理
事

長
選
出
の
た
め
の
第
一
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
小
川
選
出

委
員
長
の
も
と
審
議
さ
れ
、

理
事
長
に
甘
利
憲
一
氏
を
選

出
、
副
理
事
長
に
長
谷
川
寿

雄
氏
、
村
木
健
一
氏
、
蛭
田

榮
一
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
報
告
事
項
横
浜
傷

害
火
災
㈱
代
表
取
締
役
小
倉

均
の
保
険
料
不
正
流
用
対
応

状
況
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
こ
の
度
退
任
さ

れ
ま
す
四
名
の
方
々
に
対
し

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
言
葉

が
添
え
ら
れ
て
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
甘
利
新
理
事
長

新
任
挨
拶
、
長
谷
川
・
蛭
田
・

村
木
副
理
事
長
の
再
任
挨
拶
、

小
山
前
理
事
長
の
退
任
挨
拶

後
、
古
川
理
事
に
よ
る
閉
会

挨
拶
で
総
会
は
終
了
し
、
そ

の
後
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
和

や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

甘
利
新
理
事
長
挨
拶

　

只
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
甘
利
で
ご
ざ
い
ま
す
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

 
平
成
二
十
七
年
通
常
総
会
開
催

　

五
月
二
十
一
日
第
三
十
九

回
通
常
総
会
が
ホ
テ
ル
横
浜

ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

佐
々
木
総
務
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
田
澤
副
支

部
長
の
開
会
の
言
葉
、
山
田

支
部
長
挨
拶
の
後
、
支
部
規

定
に
よ
り
山
田
支
部
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
第
一
号
議

案
平
成
二
十
六
年
度
会
務
報

告
及
び
事
業
報
告
、
第
二
号

議
案
平
成
二
十
六
年
度
収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
が

一
括
審
議
さ
れ
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
と
し

て
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業

　
　

日
本
造
園
建
設
業
協
会

神
奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第

八
回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が

五
月
二
十
一
日
、
ホ
テ
ル
横

浜
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
で
八
回
目
を
数
え
、

二
二
二
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
藤
井
英
二
郎
千
葉
大

学
教
授
、
大
河
原
雅
彦
元
神

奈
川
新
聞
写
真
部
長
、
山
田

支
部
長
の
審
査
員
に
よ
り
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
各
一
点
、

入
選
五
点
、
佳
作
十
点
、
特

最優秀賞「晴れた休日」

挨拶する山田支部長

計
画
、
平
成
二
十
七
年
度
収

支
予
算
が
報
告
さ
れ
、
髙
橋

副
支
部
長
の
閉
会
挨
拶
で
通

常
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

山
田
支
部
長
挨
拶

　

春
三
月
、
当
支
部
の
幹
事

を
な
さ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た

渡
邊
宣
昭
様
が
、
昨
年
暮
れ

に
は
支
部
創
立
以
来
二
十
年

の
監
事
を
な
さ
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
目
代
久
典
様
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

別
賞
と
し
て
神
奈

川
県
知
事
賞
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
賞
、

街
路
樹
剪
定
優
秀

賞
等
二
十
作
品
が

選
定
さ
れ
、
表
彰
式

で
は
、
大
河
原
審

査
委
員
よ
り
各
賞

の
講
評
が
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
表
彰

式
に
移
り
、
山
田
支
部
長
よ

り
、「
晴
れ
た
休
日
」
最
優
秀

賞
を
山
岡
弘
尚
氏
、「
彼
岸
花

の
咲
く
頃
」
優
秀
賞
を
添
田

英
治
氏
に
、
続
き
各
賞
に
賞

状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
山
岡
氏
の
作
品
は
、「
狙

い
を
決
め
、
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ

た
労
作
だ
。
晩
秋
の
雨
上
が

り
の
日
。
落
葉
に
覆
わ
れ
た

水
た
ま
り
を
ロ
ー
ア
ン
グ
ル

で
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
納
め
た

　

こ
こ
で
、
会
が
始
ま
る
前

に
、
お
二
方
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
黙
祷
を

捧
げ
ま
す
。

　

本
日
も
大
勢
の
会
員
の
皆

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
支
部
活
動

も
色
々
な
資
格
制
度
例
え

ば
、
街
路
樹
剪
定
士
で
す

が
、
平
成
二
十
六
年
度
末
で

九
百
六
十
八
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
全
国
で
約

一
万
二
千
名
弱
の
資
格
取
得

者
が
お
り
ま
す
。

　

支
部
で
は
重
点
的
に
事
業

を
進
め
、
全
国
最
多
の
有
資

格
者
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
治
体
に
街
路
樹

剪
定
士
の
有
効
活
用
を
働
き

か
け
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
植
栽
基
盤
診
断
士

と
い
う
制
度
も
日
造
協
と
し

て
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

み
ど
り
を
創
っ
て
行
く
一

番
の
基
は
植
栽
の
土
壌
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
関

東
甲
信
総
支
部
よ
り
助
成
金

を
頂
き
、
神
奈
川
県
と
埼
玉

県
で
植
栽
基
盤
調
査
診
断
を

実
施
し
、
詳
細
な
報
告
書
を

作
成
し
、
総
支
部
へ
提
出
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
結
び

付
け
る
た
め
、
こ
の
制
度
を

使
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

一
社 

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部

   

第
三
十
九
回
通
常
総
会
開
催

の
が
良
か
っ
た
。
圧
倒
的
な

存
在
感
の
あ
る
黄
金
色
の
イ

チ
ョ
ウ
。
垣
間
見
え
る
青
空

も
効
果
的
。
ま
た
、
画
面
左

の
自
転
車
に
乗
っ
た
赤
シ
ャ

ツ
姿
の
男
性
が
画
面
に
ア
ク

セ
ン
ト
を
付
け
た
。」
と
選
評

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に

相
武
国
道
事
務
所
、
神
奈
川

県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
神

奈
川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈

川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
の

後
援
を
得
て
「
第
九
回
か
な

が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
多
数
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
第
八
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

表
彰
式
開
催

甘利理事長就任挨拶

最優秀賞を受賞した山岡弘尚氏

大河原審査委員より各賞の講評

　

先
ほ
ど
の
総
会
で
理
事
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重

大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
大
変
ご
多
用
の

中
、
組
合
員
の
皆
様
に
多
数

ご
臨
席
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

組
合
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
組
合
の
事
業
運
営
に
対
し

ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
ご

指
導
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

小
山
理
事
長
の
後
を
引
き

継
ぎ
グ
ル
ー
プ
共
済
制
度
並

び
に
総
合
補
償
制
度
の
充
実

と
組
合
発
展
の
た
め
に
、
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

一
層
の
お
力
添
え
と
ご
鞭
撻

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

（　）一社

（　）

す
。

　

日
本
造
園
建
設
業
協
会
は

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
に
設

立
、
神
奈
川
県
支
部
は
昭
和

五
十
一
年
七
月
に
設
立
し
ま

し
た
。

　

今
年
で
満
三
十
九
年
、
来

年
は
神
奈
川
県
支
部
と
し
て

四
十
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
四
十
周
年
に
向

け
て
、
今
ま
で
一
生
懸
命
や
っ

て
下
さ
っ
た
、
代
々
の
先
輩

方
の
志
を
継
い
で
、
造
園
業

発
展
の
為
に
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
引
き
続

き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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神
奈
川
県
造
園
業
協
会

労
働
保
険
事
務
組
合
総
会
が

七
月
一
日
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
に
於
い
て
出
席
者
十
六

名
委
任
状
三
十
二
通
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
事
務
局
長
の
司
会
で

始
ま
り
小
川
副
会
長
が
開
会

の
言
葉
を
述
べ
、
岸
会
長
が

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
則
第
十
五
条
三
に
よ
り
、

岸
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

第
一
号
議
案
平
成
二
十
六
年

度
事
業
報
告
、
次
に
第
二
号

議
案
平
成
二
十
六
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
が
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
三
号
議
案
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
岸
会

長
は
じ
め
役
員
全
員
留
任
で

お
願
い
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
平
成

二
十
七
年
度
事
業
計
画
、
次

に
平
成
二
十
七
年
度
収
支
予

算
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催

　

第
四
十
一
回
神
奈
川
県
造

園
業
協
会
通
常
総
会
・
第

三
十
九
回
日
本
造
園
建
設
業

協
会
神
奈
川
県
支
部
通
常
総

会
終
了
後
、「
か
な
が
わ
の
み

ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
神
奈
川

県
造
園
業
協
会
の
役
員
改
選

に
よ
り
会
長
に
新
任
さ
れ
た

小
山
新
会
長
、
再
任
さ
れ
た

髙
橋
克
明
副
会
長
、
大
胡
副

会
長
、
甘
利
副
会
長
、
新
任

さ
れ
た
髙
橋
更
一
副
会
長
が

紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
小
山

会
長
よ
り
挨
拶
、
続
い
て
、

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈

川
県
支
部
の
山
田
支
部
長
よ

り
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
神
奈
川
県
県
土
整
備

局
長
浅
羽
義
里
様
よ
り
、
街

路
樹
、
都
市
公
園
、
都
市
の

み
ど
り
を
保
存
す
る
関
係
等
、

様
々
な
と
こ
ろ
で
色
々
な
技

術
を
発
揮
し
て
頂
い
て
い
る

こ
と
へ
の
お
礼
と
、
昨
年
、

日
本
庭
園
の
技
術
を
継
承
・

研
鑽
す
る
場
に
、
県
立
相
模

原
公
園
を
選
定
し
て
「
衆
遊

の
庭
」
作
庭
に
尽
力
し
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
意
が
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
県
で
は
、
品
確
法
が
改
正

さ
れ
、
本
年
度
よ
り
運
用
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
品
確
法
の
改
正
で
は

発
注
者
の
責
務
と
し
て
、
適

正
な
利
潤
の
確
保
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
の
精
神
を
先
取
り

す
る
形
で
、
先
生
方
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
昨
年
、

指
名
入
札
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
全
庁
展
開
し

て
行
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
最
低

制
限
価
格
の
上
限

率
は
、
今
ま
で

九
十
％
の
幅
を

持
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
撤
廃
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

み
ど
り
情
勢
を
ま
だ
ま
だ
進

め
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
平
成
十
七
年
当
時
、

四
ケ
所
の
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
し
て
、
剪
定
士
の
技
術
を

発
揮
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

昨
年
度
に
は
二
十
三
区
域
ま

で
増
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
そ
の

区
域
を
減
ら
す
こ

と
の
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

色
々
な
技
術
を
私

ど
も
に
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
都
市
の

み
ど
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
み
ど
り
あ

ふ
れ
る
神
奈
川
に
、
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
、
我
々
の

目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
都
市
の
み
ど
り
を

守
る
事
に
対
し
て
、
私
共
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
手
を
た
ず
さ
え
実
現

に
向
け
努
力
し
て
頂
け
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で

神
奈
川
県
議
会
を
代
表
し
て

土
井
隆
典
県
議
会
議
長
よ
り
、

「
造
園
業
協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
役
員
の
方
々

が
改
選
に
よ
り
変
わ
ら
れ
た

と
言
う
事
で
、
旧
役
員
の
方
々

に
は
、
今
ま
で
の
御
苦
労
に

敬
意
を
表
す
と
同
時
に
、
こ

れ
か
ら
も
新
体
制
の
下
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
事
を
心
か
ら
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
に
は
、
み

ど
り
豊
か
な
県
土
作
り
の
発

展
の
為
、
し
っ
か
り
と
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
事

を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
県
議
会
と
し
て
も
、

み
ど
り
議
連
を
中
心
に
、
こ

れ
か
ら
も
皆
様
方
か
ら
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
み
ど
り

豊
か
な
ふ
る
さ
と
作
り
、
環

境
に
や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
作

り
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

県
議
連
の
方
で
議
論
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
な

さ
れ
、
嶋
村
た
だ
し
議
員
よ

り
み
ど
り
議
員
連
盟
の
出
席

者
の
紹
介
と
、
松
田
良
昭
神

奈
川
県
議
会
み
ど
り
議
員
連

盟
会
長
の
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
い
で
県
幹
部
職

員
、
関
係
団
体
の
来
賓
紹
介

に
続
き
、
高
橋
雅
雄
一
般
財

団
法
人
日
本
造
園
修
景
協
会

神
奈
川
県
支
部
顧
問
の
乾
杯

の
発
声
で
和
や
か
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

労
働
保
険
事
務
組
合
総
会
開
催

浅羽県土整備局長

土井県議会議長

松田神奈川県議会みどり議員連盟会長挨拶

岸会長挨拶

小川副会長開会の言葉

　

以
上
で
本
日
予
定
さ
れ
た

議
事
の
審
議
及
び
報
告
事
項

が
終
了
し
、
総
会
は
滞
り
な

く
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が

開
か
れ
、
皆
様
、
親
睦
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
労
災
事
故
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。
無
事

故
で
安
心
な
職
場
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

労働保険事務組合役員

役職名 氏名 支部名 事業所名

会　長 岸　　純一 緑 （株）貝塚造園

副会長 小川　時男 神奈川 （有）原造園

副会長 長谷川寿雄 戸塚 （有）正進園

理　事 鳥海　　務 保土ヶ谷 （株）笹山植木

理　事 吉田　志郎 横浜南 （有）吉田造園

理　事 井上　　衛 川崎南 （有）井上植木

理　事 小山　俊一 湘南東 （株）やまなか園建設

理　事 遠藤　幸雄 湘南西 （有）遠藤商事

監　事 瀧川　隆雄 鶴見 （株）滝川園

監　事 笠原三貴也 横浜港南 （株）港南植木ガーデン

（　）一社
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相談役 岸本　和好 鶴見 冨士造園㈱
相談役 鈴木　一松 旭 ㈱みやした園芸
相談役 石川　龍二 相模原 ㈱植藤

協会役員一覧表
役職名 氏　名 支部名 事業所名
会 長 小山　俊一 湘 南 東 ㈱やまなか園建設
副会長 髙橋　更一 瀬 谷 小島造園㈱
副会長 大胡周一郎 金沢・磯子 植周造園㈱
副会長 高橋　克明 川 崎 南 ㈱植春造園
副会長 甘利　憲一 県 央 ㈱甘利園
理 事 瀧川　隆雄 鶴 見 ㈱滝川園
理 事 野村　直樹 港 北 奈良造園土木㈱
理 事 岸　　純一 緑　・ 東 ㈱貝塚造園
理 事 小出　正治 緑　・ 南 小出造園
理 事 松倉　　仁 神 奈 川 一造園土木㈱
理 事 小川名　眞 旭 ㈲番場園
理 事 清水　克巳 保 土 ヶ 谷 ニホンターフメンテナンス㈱
理 事 生駒　隆一 戸 塚 生駒造園土木㈱
理 事 大槁　清己 戸 塚 大槁庭園㈱
理 事 細野　　仁 横 浜 中 央 ㈲細野植産
理 事 金子　篤司 横 浜 南 植篤造園
理 事 荒井　秀利 横 浜 港 南 アライグリーン㈱
理 事 村木　健一 川 崎 北 ㈲村木園
理 事 古川　　香 横 須 賀 古川園芸㈱
理 事 清水　賢一 湘 南 東 ㈱多田造園
理 事 岡部　一郎 湘 南 西 ㈱東開造園土木
理 事 原　　茂弘 湘 南 西 ㈲原造園
理 事 冨田　　改 藤 沢 ㈱湘南グリーンサービス
理 事 足立原哲男 県 北 足立原造園土木㈱
理 事 井上　由之 相 模 原 ㈱井上農園
専務理事 中島　　忠 本 部 扱 事務局
監 事 川田　秀一 港 北 川田造園
監 事 新倉　　治 本 部 扱 青木税理士事務所

支部長一覧
支部名 氏　　名 事業所名

鶴 見 瀧川　隆雄 ㈱滝川園
港 北 川田　秀一 川田造園

緑 倉本　澄夫 ㈱倉本造園
神 奈 川 松倉　　仁 一造園土木㈱

旭 葛籠貫　輝 赤坂造園㈲
保 土 ヶ 谷 清水　克巳 ニホンターフメンテナンス㈱
瀬 谷 小川　　進 あきやま園
戸 塚 横山　一平 ㈲横山植木
金沢・磯子 渡邊　　宏 渡邊造園
横 浜 中 央 新井　　聡 アライ・ランドスケーピング
横 浜 南 粟飯原吉伸 ㈱濱田園
横 浜 港 南 武山　雅義 ㈲野庭園
川 崎 南 斎藤　三郎 ダイシ造園㈱
川 崎 北 持田　明彦 庭乃持田園㈲
横 須 賀 玉井　隆次 ㈱玉井造園
湘 南 東 永井　清孝 ㈲シーランド造園
湘 南 西 原　　茂弘 ㈲原造園
藤 沢 入内島　茂 ㈱高倉園グリーンセンター
県 央 加藤　政弘 ㈱厚木植木
県 北 芝口　正美 ㈲綾瀬造園土木
相 模 原 梶浦　義昭 ㈱植義

組合役員一覧表
役職名 氏　名 支部名 事業所名
理事長 甘利　憲一 県 央 ㈱甘利園
副理事長 長谷川寿雄 戸 塚 ㈲正進園
副理事長 村木　健一 川 崎 北 ㈲村木園
副理事長 蛭田　榮一 藤 沢 蛭田造園㈱
理　事 宮沢　一男 鶴 見 宮沢造園
理　事 川原　正行 港 北 川原造園㈱
理　事 大久保　明 緑　・ 東 丸子園
理　事 和内　達夫 緑　・ 西 ㈲和内造園企画
理　事 工藤　　豊 緑　・ 北 三和造園土木㈱
理　事 岩岡　義明 緑　・ 南 東農園
理　事 小川　時男 神 奈 川 ㈲原造園
理　事 藤巻　司郎 神 奈 川 藤造園建設㈱
理　事 木下　治郎 旭 木下造園
理　事 井上　治三 保 土 ヶ 谷 井上農園
理　事 小川　　進 瀬 谷 あきやま園
理　事 髙橋　更一 瀬 谷 小島造園㈱
理　事 北村　　豁 戸 塚 ㈱きたむら園
理　事 渡邊　　宏 金沢・磯子 渡邊造園
理　事 細野　　仁 横 浜 中 央 ㈲細野植産
理　事 吉田　志郎 横 浜 南 ㈲吉田造園
理　事 荒井　秀利 横 浜 港 南 アライグリーン㈱
理　事 遠藤　光哉 川 崎 南 千鳥造園工事㈱
理　事 古川　　香 横 須 賀 古川園芸㈱
理　事 三井　悠示 湘 南 東 相模庭苑㈱
理　事 遠藤　幸雄 湘 南 西 ㈲遠藤商事
理　事 飯島　正一 県 央 ㈱庭司苑
理　事 大澤　克彦 県 北 ㈲大澤造園
理　事 石川　正典 相 模 原 ㈱植藤
理　事 中島　　忠 本 部 扱 事務局
監　事 鳥海　　務 保 土 ヶ 谷 ㈱笹山植木
監　事 越畑　好夫 川 崎 北 ㈱相光園

◎部会長・委員長
○副部会長・副委員長

総務･厚生委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴 見 杉本　健一 ㈱杉本造園
港 北 ◎青木　　治 ㈲アオキグリーン
緑　・ 西 前田　湯孝 前田農園
神 奈 川 早坂　清昭 早坂緑化㈱

旭 高橋　伸二 ㈱高橋造園
旭 齋地　　亘 ㈲ウィステリアグリーン

保 土 ヶ 谷 田野井　章 田野井造園㈱
瀬 谷 ○相澤　正章 東都造園㈱
戸 塚 石井　　豊 緑華園
戸 塚 牧野　　博 ㈲マキノ造園
金沢・磯子 中村圭二郎 西武造園㈱神奈川支店
横 浜 中 央 江原　　勲 ㈱植勘
横 浜 南 粟飯原吉伸 ㈱濱田園
横 浜 港 南 鈴木　一郎 ㈲古翠園
川 崎 南 野村　　強 野村造園建設㈱
川 崎 北 ○三田　伸裕 ㈲三田植木
湘 南 東 帖佐　寛樹 帖佐造園土木㈱
湘 南 西 原　　伸定 ㈱植徳
藤 沢 松本　　学 ㈲松本造園土木
県 央 秋島　寛隆 ㈲秋島庭園
県 北 石井　敏明 ㈲明葉造園
相 模 原 座間　浩一 ㈲座間造園
相 模 原 大木　　繁 髙橋造園㈱

情報委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴 見 前田　陽介 俊庭園
港 北 金子　竜二 ㈱田丸園
緑　・ 東 男全　恵巳 ㈱山田富士組
緑　・ 北 川田　照男 カワダ園芸
神 奈 川 ○篠原　英夫 藤造園建設㈱

旭 本間　孝行 櫻井造園土木㈱
瀬 谷 小林　新一 ㈱小林園
戸 塚 木下　　透 ㈲木下庭園管理
戸 塚 ○七澤　久信 ㈱信栄
金沢・磯子 石井　康明 山葉造園
横 浜 中 央 濱島　千歳 ㈱ダイヤ緑地
横 浜 南 増田　良治 ㈲増田園
横 浜 港 南 名取　伸二 ㈱ナトリガーデン
川 崎 南 高塚　　星 ㈱愛花園
川 崎 北 三家　恵伍 ㈱みつや園
川 崎 北 吉垣　義光 ㈲庭科産業
湘 南 東 ◎犬山　清史 湖南造園㈱
湘 南 西 遠藤　優一 ㈲遠藤造園土木
藤 沢 本間　正光 松南緑化産業㈱
県 央 難波真奈美 難波造園㈱
県 北 大熊　直人 湘南植木㈱
相 模 原 小山　直樹 ㈲小山造園
相 模 原 内山　光明 ㈱植光造園

教育研修委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴 見 加山　徳樹 ㈲幸徳園
港 北 大貫　英樹 大樹園
緑　・ 西 荒川　昭男 ㈲庭工荒川
神 奈 川 今泉　健寿 ㈱環境造園

旭 相田　　昇 ㈱みやした園芸
保 土 ヶ 谷 坂井　　博 ㈲イエナランドスケープ
戸 塚 三枝木寛也 大黒屋三枝木ガーデン㈱
戸 塚 池田　　馨 ㈲池田造園
金沢・磯子 大胡　隆典 植周造園㈱
横 浜 中 央 荒井　恒介 アライ園
横 浜 南 ○川島　一平 川島造園
川 崎 北 松島　由和 ㈲松島造園
川 崎 北 吉垣　安男 ㈲吉垣緑地施設
横 須 賀 石原　宏行 ㈱森崎ガーデン
湘 南 東 三井　悠示 相模庭苑㈱
湘 南 西 桑原　宣基 湘南造園㈱
湘 南 西 大澤　正男 ㈲植勘大沢造園
藤 沢 石井　啓ニ 石井造園
藤 沢 内野　雅司 内野造園
県 央 内田　卓弘 ㈱内田造園
県 北 ○大澤　克彦 ㈲大澤造園
相 模 原 ◎内藤　研二 ㈲Ａ.Ｆ.Ａ樹芸21
本 部 扱 高橋　雅雄 講師委嘱
本 部 扱 冨田　　改 講師委嘱
本 部 扱 青木　司光 講師委嘱

樹木・資材委員会委員一覧
支部名 氏　名 事業所名

港 北 小嶋　康照 正中屋
緑　・ 東 ○小島　喜一 小島園芸センター
緑　・ 西 白井　拡幸 ㈲庭幸
神 奈 川 椿　　　勉 椿園

旭 ◎柏木　武司 柏木園芸
瀬 谷 佐藤　吉伯 宮沢園
戸 塚 金子　敏明 ㈲共信産業
戸 塚 石井美智雄 石井農園
金沢・磯子 長岡　孝信 ㈱並木園
横 浜 中 央 内田　悟史 ㈱大匠緑化建設
横 浜 南 石田　　誠 ㈱誠和緑化
川 崎 南 高橋　和浩 ㈲高橋造園
川 崎 北 手塚　恒雄 ㈱泉樹園
湘 南 東 中田　博之 ㈱登志ま園
湘 南 西 ○内田　博文 ㈲小田原植木
県 北 大木　　登 ㈲隆登緑化建設
相 模 原 加藤　一三 ㈲加藤工業

公園緑地部会幹事一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴 見 原田　満久 ㈱グリーンケア
港 北 真田　達夫 ㈲真田造園
緑　・ 東 岸　　純一 ㈱貝塚造園
緑　・ 西 小林　和男 ワコー緑建㈱
緑　・ 北 ○田代　章生 ㈱大和園
神 奈 川 小山田照蔵 一造園土木㈱

旭 髙橋　　卓 ㈱泰山園
旭 前田　　薫 ㈱鶴松

保 土 ヶ 谷 平野英四郎 ニホンターフメンテナンス㈱
瀬 谷 堀江　伸吾 堀江造園㈱
戸 塚 北村　善輝 ㈱きたむら園
戸 塚 ◎大谷　正樹 ㈱日産クリエイティブサービス
金沢・磯子 ○樋熊　浩明 横浜緑地㈱
横 浜 中 央 内田　悟史 ㈱大匠緑化建設
横 浜 中 央 岡本　　満 ㈱ダイヤ緑地
横 浜 南 佐々木　伸 横浜植木㈱
横 浜 港 南 望月　俊宏 ㈲エムテックグリーン
川 崎 南 井上　雅博 ㈱井上植木
川 崎 北 岩崎　順一 川𥔎工苑建設㈱
川 崎 北 吉垣　義光 ㈲庭科産業
横 須 賀 天野　　久 ㈱日本緑花造園
湘 南 東 平川　陽一 平川造園土木㈱
湘 南 西 ○関野　秀則 ㈱足柄グリーンサービス
藤 沢 吉川　　誠 吉川産業㈱
藤 沢 神谷　雅昭 ㈲神谷造園
県 央 井上　富雄 森下造園㈱
県 北 小菅　泰浩 ㈲泰成緑地建設
相 模 原 萩原　昌也 ㈱大萩造園
相 模 原 八木　秀和 ㈲八木園芸
相 模 原 小山　善弘 ㈲植勇造園

庭園部会幹事一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴 見 杉本　正夫 ㈲鶴見緑化
港 北 ○川田　秀一 川田造園
港 北 中山　鋭一 ㈲中山造園資材
緑　・ 東 神之薗文男 ㈲神之園
緑　・ 南 岩間　一夫 ㈲岩間造園
緑　・ 西 森　　照征 青葉台ガーデナー
緑　・ 北 飯嶌　貞芳 飯嶌園
神 奈 川 小川　時男 ㈲原造園
神 奈 川 横山　康雄 中山造園

旭 佐藤三代治 ㈲佐藤造園企画
保 土 ヶ 谷 ○鳥海　　務 ㈱笹山植木
瀬 谷 小川　　進 あきやま園
戸 塚 石川　譲二 ㈲石川造園
戸 塚 長瀬　悦雄 ㈲いしはら造園
金沢・磯子 大胡真一郎 大胡造園
横 浜 中 央 小林　哲也 ㈲アートグリーン溝口造園
横 浜 南 川𥔎　安男 川崎造園
横 浜 港 南 石井　眞弘 眞翠造園
川 崎 南 髙橋　弘治 ㈱植春造園
川 崎 北 村野　秀次 ㈱村野庭苑緑化
川 崎 北 持田　明彦 庭乃持田園㈲
横 須 賀 ○髙橋　　勇 ㈲庭創
湘 南 東 ◎渡部　定男 ㈲植定
湘 南 西 大澤　正男 ㈲植勘大沢造園
湘 南 西 遠藤　幸雄 ㈲遠藤商事
藤 沢 長谷川好正 長谷川造園
県 央 岸　　　只 岸造園
県 北 風間　成浩 風間造園
相 模 原 服部　一好 ㈱原中園
相 模 原 佐藤　雅人 ㈱植雅庭園

県域青年部会幹事一覧
支部名 氏　名 事業所名

鶴  見 岸本　謙志 冨士造園㈱
鶴  見 中西　隆之 緑創園
港  北 加山　浩一 師岡園
港  北 萩原　　孝 萩原園
緑 ・ 南 中山　純一 中山園
緑 ・ 南 井上　　純 ㈲井上園
神 奈 川 平本　俊満 ㈲平本造園
神 奈 川 ○小山田照蔵 一造園土木㈱

旭 関水　裕一 ㈲関水商事
旭 山岸　　誠 山鈴園

保 土 ヶ 谷 岩本　義博 ㈲植正岩本園
瀬  谷 ◎小島　貴洋 小島造園㈱
瀬  谷 相澤　賢一 ㈲日向山庭園
戸  塚 三枝木寛司 大黒屋三枝木ガーデン㈱
戸  塚 加藤　丈陽 ㈱信栄
金沢・磯子 黒川　辰也 ㈱金沢臨海サービス
金沢・磯子 橋本　喜之 ㈱ワールドグリーンメンテナンス
横 浜 中 央 鈴木　雅富 ㈱サン樹
横 浜 南 石井　裕基 植茂園
横 浜 港 南 ○荒井　隆佑 アライグリーン㈱
横 浜 港 南 名取　直人 ㈱ナトリガーデン
川 崎 北 三家　恵伍 ㈱みつや園
横 須 賀 吉倉　博樹 ㈲吉倉造園
湘 南 東 小山　博樹 ㈱やまなか園建設
湘 南 西 久保　恵佑 ㈲アート・グリーン
藤  沢 佐野　　洋 ㈱佐野造園土木
県  央 蛭田慎一郎 ㈱武蔵緑化
県  北 鈴野　隆大 鈴野緑地土木㈱
県  北 曽根　忠和 ㈲大曽根造園
相 模 原 本多　　覚 ㈱相模植木
相 模 原 高橋　大祐 ㈱野蕗造園

協会・役員一覧表
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要望書の提出

●会員名簿の変更●
（平成27年度名簿）

　入　　会
○緑支部
　㈱山芳園
　〒224-0053　横浜市都筑区池辺町1588
　代表者　中澤朗久　
　TEL番号　045-944-4609
　FAX番号　045-944-2483
○旭支部
　㈱グリーンプランニンング
　〒241-0031　横浜市旭区今宿西町192番地
　代表者　齋藤隆憲
　TEL番号　045-744-6877
　FAX番号　045-744-6879
○戸塚支部
　生駒植木㈱
　〒244-0004　横浜市戸塚区小雀町1805番地
　代表者　生駒順
　TEL番号　045-851-1805
　FAX番号　045-852-6068
○横須賀支部
　庭や野島
　〒249-0008　逗子市小坪1-21-5
　代表者　野島涼
　TEL番号　0467-24-8427
　FAX番号　0467-24-8427
○湘南東支部
　㈱竹内庭苑
　〒253-0006　茅ヶ崎市堤95-6　　
　代表者　竹内悟門　
　TEL番号　0467-91-4904
　FAX番号　0467-67-4365
　㈲湘南花卉園緑地
　〒251-0872　藤沢市立石3-3180
　代表者　神崎治久　
　TEL番号　0466-81-2997
　FAX番号　0466-83-1313
　社名変更
○横須賀支部（会員名簿P.54）
　㈲谷本緑化→谷本緑化㈱
　代表者・ＦＡＸ変更
　○緑支部
　織茂園（会員名簿P.28）
　代表者　織茂清次→織茂利治
　FAX番号　045-591-5846
　　代表者変更
○旭支部
　櫻井造園土木（会員名簿P.35）
　代表者　櫻井則雄→櫻井秀則
○金沢磯子支部
　西武造園㈱神奈川支店（会員名簿P.43）
　代表者　寺崎俊司→坂本研志
　㈱ワールドグリーンメンテナンス（会員名簿P.43）
　代表者　山田武夫→山田裕之
○湘南東支部
　㈱緑研（会員名簿P.43）
　代表者　海老名次夫→笠井茂
○湘南西支部
　㈲植武造園（会員名簿P.61）
　代表者　山本義信→山本信義
○藤沢支部
　吉川産業㈱（会員名簿P.62）
　代表者　吉川三郎→吉川誠
　㈱高倉園グリーンセンター（会員名簿P.63）
　代表者　入内島茂→入内島健一郎
○相模原支部
　㈱相模植木（会員名簿P.69）
　代表者　井上敏明→本多裕
○賛助会員
　菊一文字則宗本店（会員名簿P.71）
　代表者　木村修造→木村雅彦
　やまびこ東部㈱（会員名簿P.71）
　代表者　林智彦→樋口和彦
　横浜日野自動車㈱（会員名簿P.71）
　代表者　木下俊男→樫原章治
　住所変更
○保土ヶ谷支部(会員名簿P.37)
　㈲板津農園
　〒240-0044横浜市保土ヶ谷区仏向町1048-2Ｆ
○湘南西支部(会員名簿P.60)
　緑栄造園土木㈱
　〒250-0034　小田原市板橋261番地の12
　ＦＡＸ変更
○緑支部
　かじや園（会員名簿P.31）
　FAX番号　045-479-6451

9/1（火） 情報委員会　15：00～
9/2（水） 県域青年部会　19：00～
9/7（月） 総務・厚生委員会　15：00～
9/14（月） 校庭芝生化プロジェクト会議　16：00～
9/18（金） 第3回公園緑地部会　15：00～
9/28（月） 平成28年度予算要望　10：00～
9/30（水） 安全衛生講習会　14：00～（横浜市技能文化会館）
10/2（金） 平成27年度関東甲信造園建設協議会（in長野）
10/6（火） 第15回親睦ゴルフ県大会

事
務
局
情
報

　

協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・

神
奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共

 「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
四
項
目
～
提
出

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈

川
県
支
部
共
同
で
、
七
月

二
十
四
日
に
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
支
部
連
合
会
・
自
由

民
主
党
神
奈
川
県
議
会
議
員

団
へ
次
の
四
項
目
に
つ
い
て

要
望
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、
①
景

気
・
環
境
対
策
と
し
て
、
計

画
的
な
社
会
資
本
の
整
備
保

全
や
既
存
都
市
公
園
の
再
整

備
、
緑
地
の
保
全
、
緑
化
の

積
極
的
な
推
進
を
実
現
す
る

た
め
緑
化
関
連
公
共
事
業
予

算
の
確
保
・
増
加
と
受
注
機

会
の
確
保
②
公
園
・
緑
地
及

び
道
路
、
河
川
、
港
湾
、
住

宅
施
設
な
ど
の
う
ち
造

園
に
関
わ
る
整
備
及
び

維
持
工
事
は
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
分
離
し
指

定
建
設
業
種
で
あ
る
造

園
専
門
事
業
者
に
発
注

を
、
ま
た
、
造
園
技
能

士
等
各
種
資
格
所
有
者

の
技
術
力
の
評
価
と
有

効
活
用
③
一
般
社
団
法

人
日
本
造
園
建
設
業
協

会
認
定
の
街
路
樹
剪
定

士
の
積
極
的
活
用
と
街

路
樹
剪
定
士
を
下
請
け

で
は
な
く
元
請
け
の
条

件
と
し
て
仕
様
書
の
明

記
④
校
庭
及
び
園
庭
の

芝
生
化
の
推
進
並
び
に
グ
ラ

ン
ド
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
の
助
成
措
置
と
芝
生
化
工

事
及
び
維
持
管
理
工
事
の
造

園
専
門
業
者
へ
の
発
注
に
つ

い
て
、
造
園
業
界
の
大
変
厳

し
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
要
望

事
項
の
実
現
に
向
け
て
強
く

申
し
入
れ
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
街
路

樹
剪
定
士
の
資
格
を
有
す
る

事
業
所
が
県
内
に
相
当
数
あ

る
の
で
あ
れ
は
、
担
い
手
三

法
に
基
づ
く
人
材
育
成
と
し

て
「
い
の
ち
貢
献
入
札
制
度
」

へ
の
参
加
や
元

請
け
の
条
件
と

し
て
仕
様
書
に

明
記
す
る
よ
う

働
き
か
け
る
。
ま

た
、
造
園
業
界
と

連
携
し
て
一
緒

に
行
動
し
て
い

き
た
い
と
の
論

議
が
な
さ
れ
た
。

病害虫防除講習会　会長挨拶

病害虫防除講習会

催
で
平
成
二
十
七
年
度
第
一

回
病
害
虫
防
除
関
係
者
講
習

会
が
七
月
二
日
「
神
奈
川
県

民
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
実
施
さ

れ
総
勢
一
五
三

名
（
造
園
業
関
係

八
二
名　

県
・
市
町
村
三
二

名
、
植
木
連
七
名
そ
の
他
団

体
三
二
名
）
が
参
加
、
二
時

間
半
に
亘
り
「
農
薬
取
締
法

及
び
事
故
防
止
に
つ
い
て
」

「
住
宅
地
に
お
け
る
農
薬
使
用

に
つ
い
て
」
の
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
農
薬
散
布

時
の
人
に
対
す
る
健
康
や
周

辺
住
民
・
環
境
へ
の
安
全
性

確
保
の
大
切
さ
に
つ
い
て
発

注
す
る
側
の
行
政
と
受
注
す

る
造
園
関
係
事
業
所
が
共
通

認
識
を
共
有
し
、
円
滑
な
病

害
虫
防
除
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
重
要
な
講
習
会
で
、

講
習
会
終
了
後
出
席
者
に
は

「
修
了
証
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
２
回
目
は
平
成
二
十
八

年
二
月
四
日
神
奈
川
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
実

施
す
る
計
画
で
現
在
受
講
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
希
望
者
は
協
会
に
お
問

病
害
虫
防
除
講
習
会
開
催

（
月
間
行
事
一
覧
）
●
諸
会
議
そ
の
他

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
は
神
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
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今
年
は
例

年
に
な
い
記

録
的
な
猛
暑

で
熱
中
症
が

心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
協

会
の
一
大
事
業
で
あ
る

実
技
講
習
会
、
技
能
検

定
実
技
試
験
、
学
科
講

習
会
も
無
事
終
了
し
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
と
ご
苦
労
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
実
技
講
習
会

　

七
月
十
八
日
か
ら
二
十
一

日
迄
の
４
日
間
横
浜
農
協
き

た
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
級
五
十
九
名
、
二
級

三
十
七
名
、
三
級
三
名
が
受

講
し
、
十
名
の
指
導
員
の
熱

心
な
指
導
を
受
け
大
汗
を
か

き
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
素
模
擬
試
験
で

は
試
験
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、

技能検定１級課題モデル

技能検定１級実技講習会

技能検定２級実技講習会

技能検定１級実技試験

技
能
検
定
２
級
実
技
試
験

技
能
検
定
３
級
実
技
試
験

技能検定要素模擬テスト

学
科
講
習
会

技能検定会場設営

技能検定２級課題モデル

技能検定１級実技講習会

技能検定２級実技講習会

　
平
成
二
十
七
年
度

　
造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

要
素
の
解
説
に
真
剣
に
耳
と

目
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
熱
中
症
対
策
と
し

て
途
中
十
五
分
の
休
憩
を
と

り
、
ま
た
、
受
講
者
に
塩
あ

め
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
実
技
検
定
試
験

　

八
月
一
日
か
ら
三
日
迄
の

三
日
間
実
技
検
定
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
検
定
受
験
者

は
、
一
級
八
十
二
名
、
二
級

八
十
四
名
、
三
級
七
十
九
名

計
二
百
四
十
五
名
で
検
定
員
・

補
佐
員
の
見
守
る
中
、
こ
れ

ま
で
の
研
鑚
と
日
頃
培
っ
た

技
を
発
揮
す
べ
く
猛
暑
の
中
、

一
心
不
乱
に
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

八
月
十
一
日
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園

技
能
士
学
科
講
習
会
を
教
育
研
修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ
り
午

前
・
午
後
に
わ
た
り
教
本
造
園
施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
を

基
に
熱
心
に
講
義
が
行
わ
れ
一
級
二
十
四
名
、
二
級
二
十
名
計

四
十
四
名
の
受
講
生
が
真
剣
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

一
・
二
級
造
園
技
能
士
　
学
科
講
習
会
を
開
催
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四
月
十
四
日
（
火
）
か
ら
四

月
十
五
日
（
水
）
鶴
見
支
部
で

は
、毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
、

視
察
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
北
陸
新
幹
線
の
開

通
に
伴
い
、
石
川
県
金
沢
方
面

へ
、
会
員
一
六
名
、
賛
助
会
員

三
名
、
青
年
部
一
名
、
計
二
十

名
に
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
、文
化
財
指
定
庭
園
、

特
別
名
勝
で
あ
る
兼
六
園
へ
、

日
本
三
名
園
の
一
つ
と
さ
れ
る

こ
の
庭
園
は
、
そ
の
名
の
通
り

六
勝
兼
備
の
庭
で
、「
宏こ

う
だ
い大

・

幽ゆ
う
す
い邃

、
人

じ
ん
り
ょ
く

力
・
蒼そ

う
こ古

、
水す

い
せ
ん泉

・

眺ち
ょ
う
ぼ
う

望
」
と
異
な
る
風
情
を
巧

み
に
兼
ね
合
わ
せ
表
現
さ
れ
て

お
り
、
随
所
に
様
々
な
表
情
を

感
じ
る
事
の
出
来
る
庭
園
で
し

た
。
ま
た
、
そ
の
表
情
を
豊
か

に
す
る
景
物
の
配
置
、
据
え
方

な
ど
、
高
い
感
性
と
技
術
力
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
国
指
定
史
跡
で
あ

る
金
沢
城
公
園
内
の
玉
泉
院
丸

庭
園
へ
、
藩
主
の
内
庭
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
池
泉
回
遊
式

の
庭
園
は
、
明
治
期
に
一
度
廃

絶
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

年
よ
り
調
査
、
設
計
を
始
め
、

遺
構
保
存
の
為
、
二
メ
ー
ト
ル

の
盛
土
を
し
、
そ
の
上
に
庭
園

を
再
現
、
平
成
二
十
七
年
三
月

に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

公
開
か
ら
間
も
な
い
庭
園

は
、
藩
石
と
し
て
独
占
使
用
さ

れ
て
い
た
戸
室
石
（
角
閃
石
安

山
岩
）、
坪
野
石
（
溶
結
義
擬

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

鶴
見
支
部
視
察
研
修
会   

　
鶴
見
支
部
情
報
委
員

　
　
　
前
田
　
陽
介

玉泉院丸庭園、滝石組

那谷寺、庫裡書院裏庭

兼六園、根上松

衆遊の庭にて

箱根美術館にて

箱根美術館

一乗谷、のどかな流れ

兼六園霞ヶ池にて

那谷寺、琉美園にて

玉泉院丸庭園にて

灰
岩
）
で
積
ま
れ
た
石
垣
、
色

紙
短
冊
積
と
い
う
技
法
で
積
ま

れ
た
石
垣
を
背
景
に
滝
石
組
が

新
た
に
施
さ
れ
、
新
植
さ
れ
た

木
々
も
若
々
し
く
、
兼
六
園
同

様
、
辰
巳
用
水
か
ら
注
が
れ
る

恵
ま
れ
た
水
流
や
陽
の
光
が
自

然
と
木
々
を
育
て
、
や
が
て
苔

生
し
て
い
く
様
を
心
待
ち
に
す

る
事
の
出
来
る
庭
園
で
し
た
。

　

そ
の
日
は
山
代
温
泉
に
宿
泊

し
、
懇
親
の
場
を
設
け
親
睦
を

深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
自
生
山
那な

た
で
ら

谷
寺

へ
。
境
内
に
創
ら
れ
た
琉
美
園

は
、
小
堀
遠
州
流
を
継
承
し
た

別
部
卜
斉
の
作
品
で
（
近
年
に

復
元
は
さ
れ
て
い
ま
す
）、
昭

和
四
年
に
名
勝
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

重
要
文
化
財
の
庫
裡
書
院
裏

か
ら
続
く
こ
の
庭
園
は
、
山
間

の
景
を
表
現
し
た
露
地
造
り
で

す
が
、
小
径
を
抜
け
る
と
そ
の

姿
は
一
変
し
、
自
然
の
大
岩
壁

を
阿
弥
陀
三
尊
に
み
た
て
、
岩

間
か
ら
漏
れ
出
す
清
水
は
、
滝

と
な
り
、池
へ
と
注
が
れ
ま
す
。

ま
さ
に
深
山
幽
谷
の
神
仙
境
を

表
現
し
た
庭
園
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
井
県
に
あ
る
特

別
史
跡
、
特
別
名
勝
、
重
要
文

化
財
で
あ
る
、
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
へ
、
の
ど
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
一
乗
谷
川
沿
い
の
谷
あ

い
に
位
置
す
る
遺
跡
に
は
、
一

乗
谷
で
最
も
古
く
創
ら
れ
た
と

さ
れ
る
湯
殿
跡
庭
園
の
他
、
南

陽
寺
跡
庭
園
、諏
訪
館
跡
庭
園
、

朝
倉
館
庭
園
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
平
成
三
年
に
特
別
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
完
成

さ
れ
た
滝
石
組
が
施
さ
れ
て
い

る
庭
園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
庭

家
の
表
現
方
法
を
学
ぶ
事
の
出

来
る
庭
園
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
金
沢
東
茶
屋
街
を

散
策
し
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
会
で
は
、

作
庭
技
法
等
、
学
べ
た
事
は
も

と
よ
り
、
手
を
掛
け
な
け
れ
ば

や
が
て
朽
ち
て
し
ま
う
で
あ
ろ

う
庭
園
を
、
北
陸
の
人
々
の
努

力
に
よ
り
、
美
し
く
維
持
管
理

さ
れ
て
い
る
と
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

　

私
達
も
神
奈
川
県
下
の
造
園

家
と
し
て
、
人
の
心
を
潤
す
庭

園
を
創
り
、
美
し
く
維
持
管
理

し
て
い
く
事
が
使
命
で
あ
る
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

横
浜
北
部
技
術
研
修
会

庭
園
研
修
　

神
奈
川
支
部
情
報
委
員

　      

篠
原
　
英
夫

　

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
八

日
（
火
）
春
霞
た
な
び
く
絶
好

の
庭
園
研
修
日
和
と
な
り
、
横

浜
北
部
技
術
研
修
会
（
鶴
見
、

港
北
、神
奈
川
の
三
支
部
）
は
、

大
型
バ
ス
を
駆
っ
て
二
十
九
名

が
参
加
し
て
、
協
会
創
立
四
十

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

作
庭
さ
れ
た
県
立
相
模
原
公
園

内
「
衆
遊
の
庭
」
を
メ
イ
ン
と

し
た
庭
園
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
企
画
は
、
港
北
支
部
の

青
年
部
が
主
導
し
て
、
作
庭
塾

「
庭
守
」
及
び
「
衆
遊
の
庭
」

作
庭
の
講
師
と
し
て
携
わ
れ
た

港
北
支
部
川
田
秀
一
支
部
長
に

説
明
役
を
御
引
き
受
け
戴
け
る

事
と
な
り
、
そ
の
後
、
横
浜
北

部
技
術
研
修
会
に
正
式
に
呼
び

掛
け
が
あ
り
、
親
支
部
が
呼
応

し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
庭
園
研
修

は
前
記
「
衆
遊
の
庭
」
と
箱
根

美
術
館
（
苔
庭
）
を
巡
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
期
待
に
胸

は
ず
む
想
い
を
抱
き
ま
し
た
。

　
「
衆
遊
の
庭
」
は
川
田
支
部

長
の
巧
み
な
話
術
で
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
日
本
庭
園
の

作
庭
上
の
御
苦
労
話
と
塾
生
の

施
工
が
故
に
本
来
も
う
一
工
夫

欲
し
か
っ
た
こ
と
等
、
御
披
露

戴
き
、
そ
の
中
心
を
な
す
仏
教

の
理
想
郷
を
表
現
す
る
須
弥
山

を
含
む
九
山
八
海
に
も
触
れ
、

厳
か
な
時
を
得
ま
し
た
。
若
き

日
本
庭
園
作
庭
技
術
者
の
今
後

の
御
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
箱
根
・
強
羅
に
移

動
し
、
箱
根
美
術
館
の
苔
庭
を

見
学
研
修
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

も
川
田
支
部
長
が
説
明
役
を
し

て
下
さ
り
、
贅
を
尽
く
し
た
石

組
と
石
張
り
園
路
、
そ
し
て
樹

林
の
中
の
苔
庭
は
圧
倒
的
な
存

在
感
を
示
し
、
作
庭
共
々
維
持

管
理
に
も
手
間
暇
か
け
て
い
る

こ
と
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

　

筆
者
は
二
度
目
の
訪
問
で
あ

り
ま
し
た
が
、
造
園
家
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
見
学
さ
せ
て
頂

く
と
、
こ
ん
な
に
も
違
っ
た
感

覚
が
得
ら
れ
る
も
の
か
を
し
み

じ
み
と
有
難
さ
を
感
じ
た
次
第

で
す
。

　

有
意
義
な
研
修
を
終
え
、
そ

の
帰
途
青
年
部
の
大
半
が
参
加

す
る
中
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
楽

し
い
交
流
が
出
来
ま
し
た
。
今

回
の
企
画
に
御
尽
力
頂
い
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

相模原公園「衆遊の庭」
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湘
南
中
央
支
部
よ
り
藤
沢
支

部
へ
名
称
変
更
し
、
藤
沢
支
部

と
し
て
活
動
を
始
め
1
年
が
た

ち
ま
し
た
。
1
年
間
各
省
庁
な

ど
へ
の
要
望
書
提
出
等
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
以
前
湘
南

中
央
支
部
の
と
き
に
行
っ
た
藤

沢
市
少
年
の
森
の
水
琴
窟
の
周

り
の
垣
根
も
古
く
な
り
取
り
壊

そ
う
と
い
う
意
見
も
上
が
っ
た

が
、
少
年
の
森
に
訪
れ
る
方
の

中
に
は
、
水
琴
窟
を
聞
い
て
み

た
い
と
い
う
人
が
多
く
あ
る
ら

し
く
、
そ
れ
で
は
、
周
り
の
垣

根
を
新
し
く
作
り
替
え
よ
う
と

な
り
、
研
修
会
を
開
き
、
技
術

指
導
に
庭
園
部
会
の
役
員　

長

谷
川
さ
ん
に
指
導
を
お
願
い

し
、
作
る
の
を
見
る
の
で
は
な

く
自
分
達
で
竹
の
目
を
見
、
目

残
し
割
・
目
割
等
説
明
を
し
て

頂
き
、
実
際
に
竹
を
割
り
竹
穂

ま
で
１
か
ら
10
ま
で
自
分
達
で

作
業
を
行
い
、
建
仁
寺
垣
・
四

つ
目
垣
・
金
閣
寺
垣
を
仕
上
げ

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
今
年
、

技
能
士
の
試
験
を
受
け
る
者
も

お
り
ま
し
た
の
で
、
合
格
で
き

る
よ
う
、
ポ
イ

ン
ト
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
し
な
が

ら
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
に

も
、
皆
真
剣
に

作
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
サ
ク

ラ
の
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
等
の
樹
幹

注
入
材
（
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
）
の

藤
沢
支
部
技
術
研
修
会

　 

藤
沢
支
部
長

入
内
島
　
茂

修復前の現状

研
修
を
メ
ー

カ
ー
の
㈱
エ

ム
シ
ー
緑
化

代
理
店
の
グ

リ
ー
ン
テ
ッ

ク
の
説
明
会

を
開
き
、
サ

ク
ラ
の
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
、
椿
類

の
チ
ャ
ド
ク

ガ
、
プ
ラ
タ

ナ
ス
の
グ
ン

バ
イ
虫
な
ど

に
使
用
し
、

直
径
に
対
し

て
の
注
入
量

処
理
適
期
等
の
説

明
を
し
て
も
ら

い
、
実
際
に
自
分

達
で
穴
あ
け
薬
剤

注
入
、
穴
つ
め
の

体
験
を
致
し
ま
し

た
。

戸
塚
支
部
研
修
会
＆

懇
親
会
　

戸
塚
支
部
情
報
委
員
　 

七
澤
　
久
信

　

平
成
27
年
7
月
25
日
、
戸
塚

支
部
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

支
部
長
の
横
山
一
平
氏
の
ご

厚
意
に
よ
り
㈲
横
山
植
木
の
畑

を
お
借
り
し

①
樹
幹
注
入
剤
の
紹
介
と
実
演

② 

昨
年
7
月
に
行
わ
れ
た
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
第
2

弾
と
し
て
リ
ギ
ン
グ
テ
ク

ニ
ッ
ク
（
特
殊
伐
採
）
の
実

演　
③ 

コ
ブ
ラ
ツ
リ
ー
ケ
ー
ブ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ

る
樹
木
サ
ポ
ー
ト
資
材

の
紹
介
と
実
演

が
、
主
な
内
容
で
し
た
。

　

午
後
２
時
、
梅
雨
明
け

の
暑
い
さ
な
か
31
名
の
参

加
に
よ
り
始
ま
っ
た
研
修

会
は
横
山
支
部
長
、
生
駒

隆
一
副
支
部
長
の
挨
拶
に

続
い
て
㈱
エ
ム
シ
ー
緑
化

の
新
田
氏
と
田
中
氏

に
よ
る
樹
幹
注
入
剤

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
」

の
使
用
説
明
と
実
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
薬
剤
の
散
布
が
憚

ら
れ
る
中
、
直
接
樹
幹
に

注
入
さ
せ
る
薬
剤
は
薬
剤

飛
散
の
心
配
も
無
く
、
今

後
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
で
は
サ
ク
ラ
、
ツ

バ
キ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
で
し

か
認
可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
他
の
樹
木
に
関
し
て

も
効
果
は
確
認
さ
れ
て
い

る
の
で
順
次
適
用
認
可
を

広
げ
て
い
く
と
の
事
で
し

た
。

　

た
だ
し
、
薬
剤
飛
散
の

心
配
が
無
い
と
は
言
え
幹

に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て

薬
剤
を
注
入
す
る
方
法
は

樹
木
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
懸
念
さ

れ
実
を
食
す
樹
種
に
は
使
え
な

い
な
ど
使
用
範
囲
も
限
ら
れ
て

く
る
よ
う
で
す
。

　

続
い
て
リ
ギ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ

ク
（
特
殊
伐
採
）
の
実
演
が
行

わ
れ
、
昨
年
の
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
会
同

様
、
今
年
も
３
名
の

講
師
を
招
い
て
道
具

の
使
い
方
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
等
も
交
え
な

が
ら
数
あ
る
リ
ギ
ン

グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
中

か
ら
「
ロ
ー
ド
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
伐
採
枝
を
真

下
に
落
と
せ
な
い
場

合
の
横
移
動
方
法
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ダ
ー
の

一
枝
を
例
に
実
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

木
と
木
に
ロ
ー
プ
を
渡
し
、

滑
車
に
て
伐
採
枝
を
滑
ら
せ
て

移
動
す
る
そ
の
光
景
は
子
供
の

頃
に
遊
ん
だ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の

よ
う
で
し
た
。

　

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技

術
、
装
備
そ
し
て
登
っ
た
時
の

安
心
感
は
昨
年
も
実
感
し
ま
し

た
が
、
昨
年
よ
り
更
に
一
歩
進

ん
だ
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
改
め
て
技

術
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

最
後
に
ツ
リ
ー
ケ
ー
ブ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
言
う
樹
木
の
倒

壊
を
防
ぐ
特
殊
な
ワ
イ
ヤ
リ
ン

グ
技
術
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

講
習
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
は
懇
親
会
も

兼
ね
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
開
催

さ
れ
、
石
井
豊
氏
持
参
の
「
牛

肉
の
塊　

丸
焼
機
」
の
登
場
に

よ
り
豪
勢
か
つ
盛
大
な
盛
り
上

が
り
で
戸
塚
支
部
研
修
会
＆
懇

親
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

暑
い
さ
な
か
で
は
あ
り
ま
し

た
が
造
園
技
術
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
、
お
腹
も
一
杯
に

な
っ
て
満
足
な
講
習
会
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

道具について説明を受ける

石井氏による丸焼機

樹幹注入剤の説明

講師の方の説明 クライミング中

薬剤の説明を受ける 完成作品を前に

作業に取組む会員達


